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省エネのシンボルです
SMART CLOVER

省エネルギーセンターでは，
2005 年より，幸福を呼ぶとい
われる四つ葉のクローバーを，
省エネを心がける人のシンボル
マーク「スマートクローバー」 と
して広めています。
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